
 
 

【体育科提案】

体育科における育みたい探究力と省察性，見方・考え方

体育科における
育みたい探究力

体育科の見方・考え方を働かせながら，目の前の未知の問題に対して，探究の

プロセスをとおして，解決に取り組む資質・能力

体育科における
育みたい省察性

体育科の見方・考え方を働かせながら，自らの学びにおいて学びの方法や道筋

を調整・改善したり，学びを意味付けたり，学んだことを自己の生活や行動に

つなげたりする自己効力感に支えられた資質・能力

体育科における
見方・考え方

運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の

向上に果たす役割の視点から捉え，自己の適正等に応じる「する，みる，支え

る，知る」の多様な関わり方と関連付けて考えること

体育科における探究のプロセスをとおした学びのイメージ（単元）

自己調整を生む指導
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研究の評価

未来に生きて働く探究力と省察性の育成

体育科の本質
体育科は，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ

イフを実現するための資質・能力を育成する教科である。この資質・能力を育成するためには，児

童の発達の段階，能力や適性，興味や関心等に応じて，運動の楽しさや喜びを味わい，自ら考えた

り工夫したりしながら運動の課題を解決するなどの学習が重要である。本校では，この資質・能力

を身に付ける＝「運動を楽しむ子」と考え，体育科学習に取り組んでいく。  

【課題設定】

運動と出合う

健康な心や体と出合う

問題発見

課題設定

【情報収集】【整理・分析】

運動の方法や体，心について考

える・試す

課題解決に向けて，自分の経験

や活動，他者との活動から，様々

な方法を考え，試す。

【まとめ・表現】課題を解決する  
「できる」方法を見つけ，共有す

る。そして「もっと」と，さらに様々

な課題に取り組む。

健康的な心や体について認識す

る。

今年度の研究仮説の検証方法【方策Ⅰ】より，「気付く」場面を生む「しかけ」を行う。体育科（運動場面）において

は，「動く＝考えて（決めて）行動する」と考える。何も考えないで動くということはないからである。しかし“ボー

ルがこう来たからこう動く”“なんとなくそこに手を付いている”と直感で動くことがある。直感で動くということ

は，今までの多様な運動経験から身体がその動きを選んで動くのである。その選ぶ過程で省察の姿を顕在化するよ

う，以下の３点に重点を置いて研究を進めることで，自己調整を行う子どもになると考えた。  
（１）「どう考えて動いたのか」を学習カードやペアでの話し合いによりアウトプットさせる。この活動をくり返すこ

とにより，自己との対話を進めさせる。  
（２）子どものつまずきをみとり，タブレット端末を使用する方法やタイミングを考えさせる。そうすることで，子

どもたちが必要に応じて活用できるようにする。  
（３）互いに動きを見合ったり，比べたりさせる活動をくり返すことで，友だちの動きのどこをどのように見るのか

という視点をもつ力を養う。  
また，カリキュラムデザイン（食育，保健，家庭科，CHANGE などとつなぐ。また，保護者に協力を仰ぎ，家庭

での意識につなげる。）を行うことで，日常的に身体や心と向き合えるようにする。  

授業実践の中での子供の言葉をもとに，単元の中で「どのように考えたのか」に視点をあて，研究を

ふり返る。学習カードの内容と支援の方法を照らし合わせたり，実際の活動の様子を映像でふり返っ

たりして，単元における個や集団の変容をみていく。そこから，アウトプットの方法や，タブレット端

末の仕様の方法等が適切であったかを判断する。また，「態度測定による体育授業診断法」を用い，量

的分析も行い，質的分析と両面で進めていく。
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